
 

 （第 2 号様式） 

   平成 28 年４月 11 日  
神奈川県教育委員会教育長 殿 

 
県立金沢養護学校長  

平 成 27  年 度 学 校 評 価 実 施 報 告 書 
 
次のとおり学校評価を実施しましたので報告します。 

学校目標 

取組の内容 校内評価 

学校関係者評価 学校評価 

具体的な手立て 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 

 
１「自立と
社会参加」
に向け、小
学部から高
等部を通し
た系統性・
発展性のあ
る教育課程
の内容構成
に基づく授
業の改善 

 
(1)小学部・中学部・高

等部の年齢や発達段

階に応じた指導の連

続性の確立を図る教

育課程の充実を進め

る。 

 

(2)教科会等を活用し、

実践報告に加え、授

業を見合う等の機会

を設定し、学部・学

年間の指導の連続性

を意識する。 

 

(3)清掃技能検定等に計

画的に参加し、視点

を共有し、教育内容

との関係を考え系統

性のある指導内容を

目指す。 
 
 
(4)テーマ・ねらいを明
確にした研修会、教材
教具展の開催や、公開
研究会や学校見学、授
業参観等で教育関係
者や保護者からの助
言を得て指導改善に
生かす。 

 

(1)小学部・中学部・高等

部の年齢や発達段階に

応じた指導の連続性の

確立を図る教育課程の

充実を進められたか。 

 

 

(2)教科会等を活用し、実

践報告に加え、授業を

見合う等の機会を設定

し、学部・学年間の指

導の連続性を意識する

ことができたか。 

 

(3)清掃技能検定等に計

画的に参加し、視点を

共有し、教育内容との

関係を考え系統性のあ

る指導内容を目指せた

か。 

 
 
(4)テーマ・ねらいを明確
にした研修会、教材教
具展の開催や、公開研
究会や学校見学、授業
参観等で教育関係者や
保護者からの助言を得
て指導改善に生かせた
か。 

 
(1)前担当者からの丁寧な引継ぎに基づい
て、連続性を意識した指導内容等の設定
ができた。 
部門研修会において「日常生活の指導」
等に関する各学部の指導内容･方法を共
有し、指導の連続性を意識することがで
きた。 

 
(2)教科会や部門研修により、他学部の指
導実践を知ることができた。 
年間 34 回を数えた研究授業において、
ビデオ視聴を含めた参観と活発な研究
協議を行うことで、指導の連続性を意識
することができた。 

 
 
(3)高等部生徒 46 名が清掃技能検定に参
加した。検定種目研修に複数の職員が参
加し、その内容について高等部職員が共
通理解を図り、系統性のある内容の指導
に努めた。 

  
 
 
 
(4)各種研修の実施や夏季公開授業研究会
における研究のテーマに沿った授業公
開等を通し、講師や参加者から助言を得
ることで指導改善に活かすことができ
た。 

 授業参観時のアンケート等を通して保
護者の意見等を得ることで、指導改善に
努めた。 

 
(1) 研修会等で得られた情報を生
かして、各部門・各学部において、
指導内容の連続性を意識した体
系的なまとめを行い、実際の指導
のさらなる充実を図る。 

 
 
 
(2)児童生徒の状態が落ち着いてく
る 2学期以降や、指導内容やねら
いを共有しやすい校内実習期間
等、学部学年間の授業を見合う適
当な機会の設定について引き続
き検討する。 

 
 
(3)高等部においては、清掃技能検
定自体の変更（充実）に応じて、
より系統性のある指導内容の設
定を目指す。 
他学部の職員も検定の視点に関
する理解を深めつつ、作業や日常
生活の指導における指導内容に
系統性を持たせる。 

 
(4) 次年度も大量異動が考えられ
ることから、指導の継続性とスキ
ルアップの両面から研修を企画
立案・実施していくことが必要で
ある。 
日数や予算が限られた中で、職員
のニーズに応えられるよう、また
部門（学部）研修を含めた校内研
修の充実を図るため、日程や予算
の配分、研修の数等を次年度から
変更することとした。 
 

 
(保護者) 保護者対象のアン
ケート結果より 

○約９割の保護者が「児童生
徒の年齢や発達段階に応
じた、連続性･系統性を意
識した指導内容を計画し
ている」と肯定的な評価を
している。 

 
○約９割の保護者が「学部・
学年間の連続性を意識し
た指導を展開している」と
肯定的な評価をしている。 

 
○約８割の保護者が「学校見
学・授業参観日などでいた
だいた意見を改善に生か
している」と肯定的な評価
をしている。 

 
 
(学校評議員) 
○職員の大量異動により指
導力低下等のリスクを軽
減する手立てとして、「組
織力の向上のための配置」
と「職員個人のキャリアア
ップを意図した配置」の２
点から教員配置を検討す
るという、企業の人事異動
の考え方が参考になるの
ではないか。 

 

 

（学校評価） 

・校内外の前任者からの丁寧な引継ぎに基づいて、連

続性を意識した指導内容等の設定ができた。 

 

・部門研修会のテーマに、年齢や発達段階に応じて連

続的発展的な指導が求められる内容を取り上げた

結果、指導内容･方法を共有することができ、指導

の連続性を強く意識することができた。 

 

・各種研修の実施や夏季公開授業研究会、研究のテー

マに沿った授業公開等を通し、講師や参加者から助

言を得ることで指導改善に活かすことができた。 

 

・高等部の生徒が参加した「清掃技能検定」について

は、日常の指導段階から計画的に進め、指導効果を

上げることができた。系統的指導の充実に繋げるた

めにも、今後、他学部職員に理解を広げていきたい。 

  

◎小学部から高等部までの、年齢や発達段階に応じた

連続性のある指導内容･方法の確立に向けて、様々

な校内研修や外部関係者からの指導助言を得る機

会を設定したことによって、系統性･発展性のある

内容構成が図られつつある。今後も同様の方向性で

取り組みを継続していく。 

 

 

（改善方策等） 

☆授業を見合うことについては、児童生徒の状態が落

ち着いてくる 2学期以降や、指導内容やねらいを共

有しやすい校内実習期間等、適切な機会の設定につ

いて引き続き検討する。 

 

☆職員の大量異動という状況下における指導力の維

持向上のために、学校組織としてのスキルアップと

職員のニーズに応える研修を効率よく企画立案・実

施する。 
 



 

 
２ 一人ひ
とりの障害
や発達､環
境の把握に
よる合理的
配慮を含め
た教育支援 
 
 

 

(1)職員間、保護者との

情報交換･連携を、ポ

イントを明確にしつ

つ効果的に行う。 

 

 

 

(2)個別の支援計画･個

別教育計画の検討・

作成への校内専門職

の活用の充実を図

り、専門職の日常

的・多面的な活用に

よる教育支援に繋げ

る。 

 

(3)発達の状況や障害特

性に応じて合理的配

慮の視点に基づいた

教材・教具等の工夫

に努め、効果的なチ

ーム・ティーチング

による授業実践に繋

げる。 

 

(4)具体的想定の基、リ

スクマネージメント

研修や多様な訓練を

実施し、教員の危機

予測能力及び組織と

しての危機管理力を

高める。 
 
 
 
(5)ケース会を積極的に
開き、より事前対処的
な、人権に配慮した対
応に努める。ケースの
状況・内容によって
は、ケース会の各段階
をふまえて検討を進
める。 

 

(1)職員間、保護者との情

報交換･連携を、ポイン

トを明確にしつつ効果

的に行えたか。 

 

 

 

 

(2)個別の支援計画･個別

教育計画の検討・作成へ

の校内専門職の活用の

充実を図り、専門職の日

常的・多面的な活用によ

る教育支援に繋げられ

たか。 

 

 

(3)発達の状況や障害特性

に応じて合理的配慮の

視点に基づいた教材・

教具等の工夫に努め、

効果的なチーム・ティ

ーチングによる授業実

践に繋げられたか。 

 

 

(4)具体的想定の基、リス

クマネージメント研修

や多様な訓練を実施

し、教員の危機予測能

力及び組織としての危

機管理力を高められた

か。 
 
 
 
(5)ケース会を積極的に
開き、より事前対処的
な、人権に配慮した対
応に努めることができ
たか。ケースの状況・
内容によっては、ケー
ス会の各段階をふまえ
て検討を進められた
か。 

 
(1)児童生徒の教育的課題の解決のために
個別教育計画をもとに話し合いを重ね
ることができた。 
関係部署との連絡・報告を小まめに行い
助言を受けることで、効果的な情報交
換・連携に努めた。情報交換など繰り返
し行うことによって、課題がより明確に
なることもあった。 
 

(2)個別教育計画作成時に、校内専門職が
参加することにより、より専門的な視
点に立った指導に繋げることができ
た。また、日常的にも必要に応じて専
門職を活用することで、専門的な視点
からの実態把握や合理的配慮を踏ま
えた教育支援を行うことができた。 

 
 
 
 
 (3)学校生活や学習活動の見通しが持ち

やすいように視覚支援の教材教具を
準備したり、視覚・聴覚に障害がある
生徒でも積極的に授業に参加できる
ような教材を工夫したり、合理的配慮
の視点に基づき児童生徒の発達段階
に応じた適切な指導内容や教材･教具
の工夫に努めた。 
また、授業がすべての児童生徒に効果
的に行われるようなチーム・ティーチ
ングの実践に努めた。 

 
(4)プール以外の救急車要請訓練は、部門

学部で具体的な想定を検討し、継続し
て訓練を実施し、主体的な取り組みが
見られた。外部講師によるエピペン実
技を含むアレルギー研修会や、スクー
ルバス内での緊急時対応を想定した
介助員対象研修等を実施した結果、実
際場面でより円滑な対応に繋がった。 

 
 
 
(5) 昨年度に引き続き、実際のケース会を

兼ねたインシデントプロセス法を用
いたケース会研修を実施した結果、
様々なケースの各段階に有効なケー
ス会を実施し、人権に配慮しつつ、適
切に対応することができた。 
相談担当が児童生徒の情報をスムー
ズに把握できるようになったことで、
早い段階で校内の連携、外部機関との
連携を図ることができた。 
 
 

 

(1) ファイルやＰＣフォルダ等、情

報共有しやすい手だてを検討し、

活用する。 

「効果的に」ということについて

は課題が残る。ポイントを明確に

することをより意識していく。 

 

 

(2) 専門職と担任が連携をとり、組

織的・継続的な活用の機会を増や

し、充実させるため、コーディネ

ーター的役割の検討も含めた専

門職の活用システムの確立･活用

方法の見える化を図る。  

 

 

                                                        

(3) 一人ひとりの障害や発達状況

に応じた教材教具の更なる充実

を図るとともに、集団の中でも児

童生徒が見通しをもって充実し

た活動ができるよう合理的配慮

を含めた組織的・効果的な指導方

法を確立させることが必要であ

る。 

 

 

 

(4) 環境把握を含めた全体的な危

機予測能力を高められるように、

日々声をかけあい、危険を想定し

ながら危機管理力の向上に努め

る。 

プールの救急車要請訓練やスク

ールバス内を想定した訓練につ

いては、指導グループ単位で設定

し実施するよう働きかける。 

 

(5)オンザフライミーティング等の

手法を活用し、日常的に「話し合

う意識」を高めることで、より事

前対処的な対応を目指す。 

生徒指導･生活指導の増加及び多

様化への迅速な対応のために、指

導体制の組織化が必要である。 

 
(保護者) 保護者対象のアン

ケート結果より 

○約８割の保護者が「教員間

及び保護者との情報交換･

連携を効果的に行ってい

る」と肯定的な評価をして

いる。 

○約９割の保護者が「合理的

配慮の視点に基づいた教

材・教具の工夫に努め、授

業実践につなげている」と

肯定的な評価をしている。 

○約９割の保護者が「児童生

徒の人権に配慮した対応

に努めている」と肯定的な

評価をしている。 

 

 

(学校評議員) 

○福祉施設等が進路先とな

ることが想定される生徒

に対する「キャリア教育」

を、「ライフキャリア」の

視点で捉えた指導実践は

的を射ている。 

 

○ライフキャリアの指導に

ついては、学校と家庭の連

携が必須である。 

 

 

（学校評価） 

・個別教育計画作成時のみならず、日常的に専門職を

活用することによって、的確な実態把握と合理的配

慮を踏まえた教育支援を行うことができた。 

 

・救急車要請訓練や外部講師によるエピペン実技を含

むアレルギー研修会等、部門学部で具体的な想定を

検討しつつ、継続して訓練を実施した結果、職員の

主体性や危機意識の高まりが見られた。プール指導

中を想定した訓練は今後の課題となる。 

また、スクールバス内での緊急時対応を想定した介

助員対象研修等を実施した結果、実際場面でより円

滑な対応に繋がった。 

 

・実際のケース会を兼ねたインシデントプロセス法を

用いたケース会研修を昨年度から継続した結果、

様々な課題に有効なケース会を実施し、適切に対応

することができるようになりつつある。 

 

 

◎保護者との情報共有や関係者の積極的な連携によ

る個別教育計画作成、及び効果的なチーム・ティー

チングの実践については、一定の成果が見られた。

合理的配慮の視点を踏まえた教育支援を、さらに組

織的にすすめるために、研修を繰り返し、理解を深

める必要がある。 

 

 

（改善方策等） 

☆コーディネーター的役割検討も含めた専門職の活

用システムの確立･円滑な活用のために、要項等を

作成し、 見える化を図る。 

 

☆計画的に設定するケース会のみならず、オンザフラ

イミーティングのような時間効率のよい情報共有

の手法を活用し、日常的に「話し合う意識」を高め

る。 

 

☆生徒指導･生活指導への迅速な対応のために、組織

の構成メンバーを変更し、機動力を高める。 

 
 



 

 
３「キャリ
ア教育」の
視点による
長期展望を
基に、各学
部段階の関
係性を押さ
えた教育指
導の充実 
 
 

 

(1)個別の支援計画・個

別教育計画を基に、

保護者との間で「キ

ャリア教育」の視点

の共有化を図る。 

 

 

 (2)将来を見通す力を

育成するため、体験

研修やアフターフォ

ローへの同行など、

より多くの教員が参

加できる実践的研修

を設定する。 

 

(3)各学部段階における

「キャリア教育」の

内容を整理・検討し、

教育課程や各個別の

計画に反映する。 

 

(4)各学部段階に応じた

課題を保護者と共有

するため、具体的で

細やかな情報提供

を、担任・保護者向

けに行う。 

 

(5)積極的な社会参加に

向け、「清掃技能検

定」に関する情報を

共有し、日常の授業

改善に生かす。 

 

(1)個別の支援計画・個別

教育計画を基に、保護

者との間で「キャリア

教育」の視点の共有化

を図ることができた

か。 

 

(2)将来を見通す力を育成

するため、体験研修や

アフターフォローへの

同行など、より多くの

教員が参加できる実践

的研修を設定すること

ができたか。 

 

(3)各学部段階における

「キャリア教育」の内

容を整理・検討し、教

育課程や各個別の計画

に反映できたか。 

 

(4)各学部に応じた課題を
保護者と共有するた
め、具体的で細やかな
情報提供を、担任・保
護者向けに行えたか。 

 
 
 
(5)積極的な社会参加に
向け、「清掃技能検定」
に関する情報を共有
し、日常の授業改善に
生かせたか。 

 

 
(1) 今年度より、個別教育計画の様式の中
にキャリアの視点を示すようにし、それ
ぞれの目標がキャリアの視点のどの領域
に当てはまるかについて保護者と共通理
解を図った。 
保護者との視点の共有化を図るために、
保護者対象の研修会開催や学部研究にお
いて事例研究を行った。 
 

(2) 夏季休業期間等を活用し、多くの教員
が卒業生のアフターフォローを兼ねた
企業･施設見学を行った結果、卒業後の
生徒の生活をイメージ化することがで
きた。 
 
 
 
 
 

(3)授業案にキャリアの視点を明記する
等、各学部段階において今何を学ぶべき
かを意識しながら教育実践することを
通じて、キャリア教育の視点に立った指
導内容を整理した。 

 
 
(4)日々の連絡帳やクラス通信、学校だよ
り等を通じて様々な情報提供を行う他、
学部・学年学級懇談会等において直接対
話をしながら、保護者と課題を共有し
た。 
進路専任や学部進路担当との連携によ
り、将来に向け必要な情報提供を行っ
た。 
 

(5) 清掃技能検定について研修した教員
を中心に、清掃内容の具体的な情報を共
有しながら、日常の清掃指導を実践し
た。他学部の職員が清掃技能検定に関す
る情報を共有することは難しかった。 
 

 
(1)「キャリア教育」の視点による
長期展望を保護者と共通理解す
るために、教員間でしっかり視点
を共有し、懇談会や個別面談等を
活用し、繰り返し説明に努める。 

 
 
 
 
(2)生徒の卒業後の生活や将来を見
通した支援についての理解をよ
り深めるために、実践的研修への
積極的参加を継続していく。 
 
 
 
 
 
 

(3)職員が大幅に入れ替わる中、本
校におけるキャリア教育につい
てあらためて共通理解を図ると
ともに、「キャリア教育」の指導
内容についての整理をさらに進
める。 
 

(4)保護者の求めている情報を常に
把握し、迅速且つ正確な情報発信
に努める。また、情報発信の方法
も必要に応じて直接的・対話的に
行い、保護者の信頼を得られるよ
うにしていく。 

 
 
 
(5)清掃技能検定に向けての取組だ
けでなく、その趣旨について教員
間で共通理解を図ることによっ
て、各学部段階の日常生活指導や
作業の授業改善を図ることが必
要である。 

 
(保護者) 保護者対象のアン
ケート結果より   

○約８割の保護者が「教員は
「キャリア教育」の内容を
整理・検討し、個別教育計
画に反映している」と肯定
的な評価をしている。 

 
○約８割の保護者が「教員と
の間でキャリア教育の視
点を共有している」と肯定
的な評価をしている。 

 
○約８割の保護者が「教員と
の間で、課題を共有するた
め、具体的で細やかな情報
提供を行っている」と肯定
的な評価をしている。 

 
 
 (学校評議員)  
○清掃業への就労者減少傾
向が懸念されている中で、
清掃技能検定への積極的
な参加は、業界にとっても
うれしい取り組みである
から、より積極的な取り組
みを望む。 

 
○清掃技能検定のへ参加が、
単に清掃技能評価を目的
としてではなく、「検定の
場の設定そのものに指導
上大きな効果が期待でき
る」との考えに同感であ
る。 

 

（学校評価） 
・今年度より、個別教育計画の様式の中にキャリアの
視点を示したことによって、それぞれの目標や指導
内容がキャリアの視点のどの領域に当てはまるかに
ついて、より明確に意識することができ、保護者と
共通理解を図ることができた。 
 
・清掃技能検定について研修した教員を中心に、検定
内容の具体的な情報を共有しながら、日常の清掃指
導を実践した。清掃業への就労者減少傾向が懸念さ
れている中で、清掃技能検定への積極的な参加は、
進路支援の観点からも効果的であると考えられる。 

 
◎本校の「キャリア教育」の指導内容について、日常
の教育実践を教員間や保護者と振り返ることによ
って整理を進めてきた。今後は、「めざす児童生徒
像」からキャリア教育を捉え直したり、学校全体で
共通のテーマを掲げた取り組みを行ったりするこ
とで、指導の充実を図る。 

 
 
（改善方策等） 
☆清掃技能検定に向けての取組だけでなく、その趣旨
について教員間で共通理解を図ることによって、各
学部段階の日常生活指導や作業の授業改善を図る。 
 

 
☆「キャリア教育」の視点による長期展望について、
保護者との共通理解を促進するために、教員間でし
っかり視点を共有し、懇談会や個別面談等を活用
し、繰り返し説明に努める。 

 
 
 
 



 

 

４ 地域と

の多様なつ

ながりを継

続拡充し、

支援教育の

センター機

能によるイ

ンクルーシ

ブ社会形成

の推進 

 

(1)公開研修会や教材教

具展、学校公開等の

機会に合理的配慮の

視点を情報発信す

る。 

 

 

 

 

(2)地域や関係機関との

多様な連携・活動の

継続により、理解推

進や協力関係を充実

させる。 

 

 

 

 

(3)居住地交流や研究会

等の繋がりを強化

し、地域の小・中学

校の支援教育推進と

本校の教育理解に努

める。 

 

 

 

 

 

 

(4)コーディネータ会議

や巡回相談・ボラン

ティア育成等を通

し、高等学校との関

係を深め、高校のイ

ンクルーシブ教育推

進に協力する。 

 

(5)地域関係者の招聘や

専門職の派遣・活用

等を通して、校内外

の各段階でのケース

会議の円滑な企画・

運営力を向上させ、

多様な困難への即応

力・機動性に繋げる。 

 

(1)公開研修会や教材教具

展、学校公開等の機会

に合理的配慮の視点を

情報発信することがで

きたか。 

 

 

 

 

(2)地域や関係機関との

多様な連携・活動の継

続により、理解推進や

協力関係を充実させ

ることができたか。 

 

 

 

 

(3)居住地交流や研究会等

の繋がりを強化し、地

域の小・中学校の支援

教育推進と本校の教育

理解に努めたか。 

 

 

 

 

 

 

 

(4)コーディネータ会議等

や巡回相談・ボランテ

ィア育成を通し高等学

校との関係を深め、高

校のインクルーシブ教

育推進に協力できた

か。 

 

(5)地域関係者の招聘や専

門職の派遣・活用等を

通して、校内外の各段

階でのケース会議の円

滑な企画・運営力を向

上させ、多様な困難へ

の即応力・機動性に繋

げられたか。 

 
(1)教材教具展では、保護者や他校の教員
に対して、自作教材を中心に合理的配慮
の視点を情報発信することができた。公
開研修・研究会でも、同様に専門的知識
や指導技術の発信を通して特別支援学
校で実際に行われている合理的配慮に
ついて校外の参加者に知らせることが
できた。 

   
 
 
 
(2) 校内で行っている合理的配慮の情報
をもとに、金沢区小学校長会において本
校の取り組み例を紹介し支援教育の推
進を図った。また、地域の理解・啓発活
動に参加し、支援教育の視点から助言・
提案・学習会講師を行うことで、広く障
害の理解推進に努めた。 

 
 
 
 
(3)居住地交流では、手続きをさらに明確
化するとともに交流の枠を整備し、準備
を進めやすくした。学校間交流では、学
級の小集団での交流後、大集団で交流を
行うという新たな試みを行い、お互い無
理のない形で交流できた。 
地域の施設や医療機関、行政機関の協力
のもとに、学習会や学校見学会を開き、
保護者や児童生徒のニーズや学校の支
援体制について理解してもらうことが
できた。 
小中学校の研修会や研究会、連絡会の機
会に情報発信を行った。 

 
(4)高等学校コーディネータ会議を通して
スクールソーシャルワーカーやコーデ
ィネータとのつながりができ、センター
機能についての理解が進んだ。新たに 3
校から巡回相談の依頼等があり、繋がり
ができた。 

 
 
 
 
(5)新たに、県警相談センターや南部ユー
スプラザなどの支援機関と連携ができ、
問題行動や不登校、家庭の問題などで苦
戦している児童･生徒を支援することが
できた。 

 
 

 

(1) ホームページ記載内容、記載期

間等の改善を図り、より効果的な

情報発信に努める。 

 特別支援学校の学校内での活動

そのものが合理的配慮に基づい

て行われていることから、魅力あ

る公開研修・研究会の実施と地域

のより多くの教員等の来校を促

すための工夫が必要である。 

 

(2) 引き続き、地域に向けて合理的

配慮やインクルーシブ教育につ

いてわかりやすく伝えて更なる

理解推進を図っていく。 

生徒の卒業後の希望や保護者の

願い、要望について地域の関係機

関に理解を深めてもらうための

学習会や意見を交換する機会を

設ける。 

 

(3)今後、合理的配慮が本格的に求

められるようになるので、引き続

き地域の小中学校との繋がりを

深めていく。 

関係するチームと連携協力して、

合理的配慮についての具体的な

情報発信について検討し実施し

ていく。 

 

 

 

 

 

(4)ケース会の持ち方を工夫し、個

人の相談から高等学校全体の支

援に繋げることに努める。 

 

 

 

 

 

(5)関係機関と今以上に密接に連携

できるよう、支援担当者が積極的

にコーディネートする。 

 

 

 
(保護者) 保護者対象のアン
ケート結果より 

○約３割の保護者が「学校
は、地域の小・中学校との
様々なつながりを通して、
支援教育の推進と本校の
教育理解を図れているか」
という設問に対し、「わか
らない」と回答している。 

 
○約４割の保護者が「学校
は、巡回相談・ボランティ
ア育成を通し高等学校と
の関係を深め、高校のイン
クルーシブ教育推進に協
力していると思うか」とい
う設問に対し、「わからな
い」と回答している。 

 
 
 
（学校評議員) 
○児童生徒の学校以外での
生活(家庭生活等)に おけ
る困難を解決するために、
福祉施設の相談機能等と
の積極的な連携を望む。 

 
○児童生徒の学校近隣にお
ける活動が目に見えるよ
うにすることにより、本校
の理解推進を促進する機
会となるので、活動時のよ
り積極的な PR を期待す
る。 

 

（学校評価） 
・教材教具展や公開研修・研究会において、保護者や
他校の教員に対して、合理的配慮の視点を情報発信
することができた。 

 
・校内で行っている合理的配慮の情報をもとに、地域
の理解・啓発活動に参加し、本校の取り組み例を紹
介し支援教育の推進を図った。支援教育の視点から
助言・提案・学習会講師を行うことで、広く理解推
進に努めた。 

 

◎インクルーシブ教育の推進と合理的配慮の視点に

基づく教育支援の実現のために、センター機能によ

る地域支援を積極的に実施し、地域の小中学校の支

援教育の推進に貢献することができた。高等学校へ

の支援強化が今後の課題である。 

 

（改善方策等） 

☆ホームページ記載内容、記載期間等の改善を図り、

より効果的な情報発信に努める。 

 

☆生徒の卒業後の希望や保護者の要望について、地域

の関係機関に理解を深めてもらうための学習会や、

意見を交換する機会を設ける。 

 
☆児童生徒の学校以外での生活(家庭生活等)も視野
に入れつつ、その困難を解決するために、福祉施設
の相談機能等との積極的な連携を心がける。 

 

☆職員ならびに保護者に対して、センター機能の理解

推進を進めるために、具体的な活動状況や成果を各

種お便りの記事としてタイムリーに発信したり、校

内研修会･実践報告会を設定したりする。 

 

 



 

 

5 保護者・

地域への情

報発信に努

め、円滑な

連携・協働

を拡充し、

信頼を得ら

れる学校運

営 

 

 

(1)地域の教育資源（ゲ

ストティーチャー･

ボランティア等）を

活用し、継続的な学

校支援を推進する。 

 

 

 

 

 

 

(2)いのちの大切さを基

本とし、多様な想定

をもとに、児童生徒

の安全や健康を守る

環境や体制・マニュ

アルを作成し、各部

門・学部での実践的

活用を図る。 

 

 

 

 

 

(3)開かれた学校として

ホームページの活用

や、学校を公開する

機会を積極的に設け

て理解推進を図り、

関係諸機関や児童生

徒の各家庭との連携

を深める。 

 

(4)教員一人ひとりが学

校の体制や取り組み

等を理解した上で説

明責任を果たし、タイ

ムリーでより「見える

化」を図った情報発信

を心がける。 

 

(5)具体的想定での多様

な防災訓練の実施や、

地域防災訓練への積

極的な参加等を通し、

防災マニュアルの改

善や地域資源に結び

ついた防災計画を検

討する。 

 

(1)地域の教育資源（ゲス

トティーチャー･ボラ

ンティア等）を積極的

に活用し継続的な学校

支援を推進できたか。 

 
 
 
 
 
 
 
(2)いのちの大切さを基本

とし、児童生徒の安全
や健康を守る環境や体
制・マニュアル作成や
見直しの過程で、多様
な想定を基に、各部
門・学部での実践的活
用を図れたか。 

 
 
 
 
 
 
 
(3)開かれた学校としてホ

ームページの活用や学
校を公開する機会を積
極的に設けて理解推進
を図り、関係諸機関や
児童生徒の各家庭との
連携を深められたか。 

 

 

(4)教員一人ひとりが学校

の体制や取り組み等を

理解した上で説明責任

を果たし、タイムリー

でより「見える化」を

図った情報発信を心が

けたか。 

 

 

(5)具体的想定での多様

な防災訓練の実施や、

地域防災訓練への積極

的な参加等を通し、防

災マニュアルの改善や

地域資源に結びついた

防災計画を検討した

か。 

 
(1) 修学旅行の事前学習における沖縄舞
踊、総合的な学習（金融教育）の一環と
してのゲストティーチャー、プール授業
や読み聞かせ、金沢フェスティバルのボ
ランティア等を活用することで、授業や
行事等の教育活動を充実させることが
できた。 

 
 
 
 
 
 
 
(2)医療ケア等の実施手引きの見直しは、
継続して行っている。また急な対応を迫
られた追加研修も実施した。                                
学校周辺で生徒が不明となったことを
想定して実施した緊急捜索訓練の反省
点や実際の捜索時に出てきた課題等、迅
速に改善した。 
スクールバス介助員向けに研修会を開
いた結果、バス内での生徒の体調不良に
適切に対応することができた。 
 
 
 
 
 
 

(3)適切な時期に情報を公開することに努
めた結果、例えば「学校へ行こう週間」
見学者のアンケート回答数のうち、20％
近くがホームページ閲覧がきっかけで
の来校であった。 

 
 
 
 
 
(4)「学校運営要項」について、当該文書
の閲覧を容易にするシステムを構築し
た。 

  年度途中から看護師の体制表を作成し、
看護師の動きの見える化に努めた。ま
た、非常食、発電機等の置き場や、避難
経路の標示をしており、継続中である。 
会計担当職員の声掛け、適宜的な会計処
理によって会計事務は概ね順調に進ん
だ。 

 
(5) 防災マニュアルの見直しを行うとと
もに、定期的に安全点検や特別教室等の
整備を実施し、安全な学習環境の維持に
努めた。 
不審者対応訓練では、授業中の具体的想
定に基づいてデモンストレーションを
行うことで、より実際的な対応方法を全
体で確認することができた。 

 

(１)ボランティア、ゲストティーチ

ャーの登録方法や活用方法を校

内で周知し、より積極的に活用

し、教育活動の充実に努める。 

実践例を朝の打ち合わせ等で知

らせたり、資料をファイリングし

たりすることで、他学部、他学年

に情報提供のきっかけとする。 

各学部において、通年または学期

ごとのボランティア活用計画の

作成を促進する。 

  

(2)年度当初に捜索体制の確認を行

い、実際の捜索活動がスムーズに

行えるようにする。課題や反省点

はその都度改善し、その後の捜索

活動にいかす。 

夏季休業中のスクールバス介助

員向け研修を継続して行う。ま

た、他にも情報共有が必要な関係

者に対し説明をする機会をもつ。 

環境整備のみならず、日常的な防

災教育、安全教育の必要性に対す

る職員の理解推進を図る必要が

ある。 

 

(3)ホームページをよりスムーズに

運用できるようにし、年度途中で

も必要に応じて標示内容の検討

を重ねるとともに、他にも必要な

情報の標示をしていく。また、よ

りアピールポイントの高いもの

にするため、全体のデザインを含

めたリニューアルを検討する。 

 

(4) 新たなシステムについて、全体

に周知し利用促進を図る。 

  生徒会費やＰＴＡ会費等の計画

的な執行を促していく。 
業務の細分化が進む中、担当する
業務だけでなく、教員間の連携や
協力の必要性が高まってきた。 

 

 

 

(5)不審者対応に不足している必要

物品（さすまた、スプレー等）の

整備が必要である。 

定期的点検を要する項目の洗い

出しと、防災の視点を取り入れた

点検内容の整理、そして具体的な

改善に向けての作業を連動させ、

効果的に進める。 

 
(保護者) 保護者対象のアン
ケート結果より   

○約８割の保護者が「具体的
想定での多様な防災訓練
の実施、防災マニュアルの
改善や地域資源に結びつ
いた防災計画を検討して
いる」と肯定的な評価をし
ている。 

 
 
 
 
(学校評議員) 
○災害時に近隣から協力を
得るためには、本校や特別
支援学校に対する理解を
推進する必要があるとの
意見があった。 

 
○災害時の避難場所として、
屋上の活用を引き続き検
討していくことが必要で
あると考える。 

 
 

 

（学校評価） 
・ボランティア等の地域資源の活用に継続的に取り組
むことによって定着化が図られ、教育活動を充実さ
せることができている。 

 
・年度途中にも体制・マニュアル等の作成や見直しを

タイムリーに行うことで、より円滑な教育活動に繋
がるケースがあった。 

 
・会計担当職員の声掛け、適切な会計処理によって会
計事務は概ね順調に進んだ。 

 

 

・不審者対応訓練等、授業中の具体的想定に基づいた

デモンストレーションを行うことで、より実際的な

対応方法を全体で確認することができた。 

 

 

◎的確な情報発信手段の選択や運用の改善によって、

保護者や地域への情報発信力が向上しつつある。更

なる工夫が望まれる。 

また、「具体的想定」を強く意識したリスクマネー

ジメント研修や多様な訓練を実施した結果、教員の

危機意識や予測能力の高まりが見られた。さらに多

様な訓練を実施し、組織としての危機管理力の更な

る向上を目指す必要がある。 

業務の細分化が進む中、担当する業務だけでなく、

教員間の連携や協力の必要性が高まってきた。 

 

 

 

 

（改善方策等） 

☆ボランティア、ゲストティーチャーの登録方法や活

用方法・実践例・資料の見える化を図ることで、他

学部、他学年に情報提供のきっかけとする。 

 また、各学部において、通年または学期ごとのボラ

ンティア活用計画の作成を促進する。 

 

☆定期的点検を要する項目の洗い出しと、防災の視点

を取り入れた点検内容の整理、そして具体的な改善

に向けての作業を連動させ、効果的に進める。 

 

☆本校及び特別支援学校に対する近隣の方々の理解

をより推進するために、校外活動等の機会を捉え、

視覚的手だてを活用し積極的 PR 活動を行う。 

 

 


